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ⅰ 事業概要                                        

【 ねらい 】 

台風被害により発生した森林の崩壊地等において、これまでの土壌保全対策に加えて新たに土木的工法

も導入し、水源かん養機能の発揮に重要な役割を果たす森林の土壌保全対策の強化を図る。 

 

【 目標 】 

県内水源保全地域内の崩壊地において、崩壊の拡大や森林土壌の流出を防止するため、土木的工法も取

り入れた土壌保全対策を推進する。 

水源の森林エリア内のシカの採食等による林床植生の衰退に伴い、土壌流出が懸念される森林において、

筋工や植生保護柵等を組み合わせた土壌保全対策を推進する。 

 

【 事業内容 】 

① 水源林の基盤の整備 

   県西地域のスコリア堆積層を中心とした崩壊地等のうち、既存の治山事業の対象にならない箇所にお

いて、自然石やコンクリート等を使用し、崩壊の拡大や森林土壌の流出を防止する土木的工法も取り入

れた土壌保全対策を実施する。 

② 中高標高域の自然林の土壌保全対策の実施 

水源の森林エリア内の自然林において、シカの採食による林床植生の衰退状況や登山道周辺の土壌流

出状況、ササの枯死の状況等に応じて、森林の土壌や落葉の流出を防ぐ筋工や植生保護柵など第２期計

画までに丹沢大山保全・再生対策として実績のある手法を活用し、土壌保全対策を実施する。 

③ 高標高域の人工林の土壌保全対策の実施 

水源の森林エリア内の県有林の人工林において、シカの生息状況や急峻な地形状況等を踏まえながら、

丸太筋工や植生保護柵など多様な攻守を組み合わせた土壌保全対策を実施する。 

 

【 計画数量（第３期５年間） 】 

① 箇所数 70箇所 
② 面積 55ha 
③ 面積 60ha 

 

【 事業費 】 

第３期計画の５年間計   13億1,000万円（単年度平均額 2億6,200万円） 

（うち特別会計分      13億1,000万円（単年度平均額 2億6,200万円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 土壌保全対策の推進 
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